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総
務
常
任
委
員
会

（
山
中
雅
人
委
員
長
）

【
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
】

問

執
行
期
限
は
い
つ
ま
で
か
。

答

今
年
度
中
の
執
行
を
求
め
ら

れ
て
お
り
、
正
式
な
交
付
決
定
は

８
月
上
旬
の
予
定
で
あ
る
。

【
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
（
未
契
約
分

公
用
車
の
受
信
料
）】

問

受
信
契
約
と
今
後
の
取
扱
い
は
。

答

個
人
と
違
い
、
法
人
の
場
合

は
機
器
の
全
て
で
契
約
す
る
必
要

が
あ
る
。
県
外
の
出
張
用
な
ど
で

カ
ー
ナ
ビ
を
必
要
と
す
る
12
台
程

度
は
残
す
が
、
そ
れ
以
外
の
も
の

は
機
器
を
取
り
外
す
。
今
後
、
各

課
と
も
調
整
し
て
い
く
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
岩
水
豊
委
員
長
）

【
定
額
減
税
補
足
給
付
金

（
不
足
額
給
付
）
支
給
事
業
】

臨
時
会
と
は
、
条
例
で
定
め
る

回
数
で
開
か
れ
る
定
例
会
と
は
違

い
、
必
要
が
あ
る
と
き
に
開
か
れ

る
議
会
で
す
。
今
回
審
査
・
審
議

さ
れ
た
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

Topic1

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
３
号)

を
可
決

【
議
案
第
63
号
】
全
会
一
致
可
決

３
億
３
７
１
９
万
円
追
加

予
算
総
額

２
７
４
億
３
３
４
６
万
円

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Topics

第２回臨時会

令和７年
７月23日から

７月28日まで

（６日間）

歳出（単位 : 万円）

定額減税補足給付金（不足額給付）支給事業 1億 4,158

水道事業会計補助金
（物価高騰支援の水道基本料金免除） 5,078

末吉小学校改築事業
（末吉小学校改築工事の追加） 2,683

現年発生農地・農業用施設災害復旧費
（梅雨前線豪雨等による災害発生） 4,820

現年発生公共土木施設災害復旧費
（梅雨前線豪雨等による災害発生） 5,516

歳入（単位 : 万円）

国庫支出金

現年発生公共土木施設
災害復旧事業費負担金 667

物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金 1億 4,158

繰入金 財政調整基金繰入金 6,540

市債 小学校施設整備事業 2,680

問

支
給
対
象
人
数
や
手
続
期
間
は
。

答

現
時
点
で
把
握
し
て
い
る
対

象
者
と
転
入
者
等
を
合
計
し
て

４
５
２
０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

今
年
度
の
税
情
報
の
精
査
後
、
８

月
下
旬
頃
を
め
ど
に
確
認
書
・
申

請
書
等
を
発
送
、
提
出
期
限
を
10

月
31
日
ま
で
と
し
、
申
請
の
あ
っ

た
方
か
ら
順
次
支
払
う
。

【
末
吉
小
学
校
改
築
事
業
】

問

増
額
の
理
由
と
今
後
の
工
事

費
の
見
込
み
は
。

答

工
事
の
実
施
設
計
完
了
に

伴
う
事
業
の
年
度
ご
と
の
配
分
の

見
直
し
等
に
よ
る
も
の
が
主
な
も

の
で
あ
る
。
建
築
・
解
体
工
事
費

が
、
４
年
間
継
続
費
の
総
額
で

35
億
６
１
４
３
万
円（
９
９
５
７
万

円
増
）
と
な
り
、
令
和
７
年
度
事

業
に
つ
い
て
２
６
８
３
万
円
の
増

額
補
正
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
今
後
の
工
事
費
の
見
込
み
に

つ
い
て
は
、
建
設
資
材
等
の
高
騰

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
現
時
点
で

は
想
定
し
難
い
。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
渕
合
昌
昭
委
員
長
）

【
災
害
応
急
作
業
委
託
料
】

問

被
害
件
数
や
規
模
は
。

答

６
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に

伴
う
も
の
で
、
農
地
・
農
業
用
施

設
災
害
復
旧
費
分
が
１
１
６
件

４
８
２
０
万
円
、
林
業
施
設
災
害

復
旧
費
分
が
７
件
２
０
０
万
円
で

あ
り
、
大
き
な
災
害
１
件
は
国
の

査
定
を
待
っ
て
い
る
。
ま
た
、
先

日
の
豪
雨
に
よ
る
被
災
報
告
が

あ
っ
た
た
め
、今
後
対
応
し
て
い
く
。

【
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
】

問

被
害
件
数
や
規
模
は
。

答

６
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
伴

う
も
の
で
、
災
害
応
急
作
業
委

託
が
56
件
２
６
５
５
万
円
、
市

単
独
災
害
復
旧
工
事
が
２
件

１
３
０
０
万
円
、
公
共
土
木
災
害

復
旧
工
事
が
１
件
１
０
０
０
万
円

で
あ
る
。

問

大
き
な
災
害
の
内
容
は
。

答

財
部
町
で
は
大
峯
川
の
河
川

災
害
が
あ
り
、
国
庫
補
助
を
受
け

対
応
す
る
。
末
吉
町
で
は
祝
井
谷

後
線
で
道
路
法
面
の
被
災
が
あ
り
、

市
単
独
事
業
で
対
応
す
る
。

【
生
活
用
水
使
用
者
支
援
給
付
金
】

問

都
城
市
や
志
布
志
市
の
ほ
か

に
霧
島
市
や
大
崎
町
の
水
道
利
用

者
も
い
る
の
で
は
。

答

水
道
課
で
把
握
し
き
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
周
知

を
徹
底
し
た
い
。

Topic2

令
和
７
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算(

第
２
号)

を
可
決

【
議
案
第
64
号
】
全
会
一
致
可
決

物
価
高
騰
支
援
と
し
て
行
う
水

道
基
本
料
金
の
免
除
に
よ
り
、
営

業
収
益
を
５
５
８
６
万
円
減
額
し
、

営
業
外
収
益
と
し
て
他
会
計
補
助

金
を
５
０
７
８
万
円
増
額
す
る
も

の
で
す
。

Topic3

文
教
厚
生
常
任
委
員
長
の
辞
任

令
和
７
年
７
月
24
日
付
で
岩
水

豊
委
員
長
か
ら
辞
任
願
が
提
出
さ

れ
、
７
月
28
日
に
委
員
会
で
許
可

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
同
日
、
委
員
長

の
互
選
を
行
っ
た
結
果
、
矢
上
弘

幸
副
委
員
長
が
委
員
長
に
選
出
さ

れ
、
ま
た
、
副
委
員
長
の
互
選
の

結
果
、
徳
峰
一
成
議
員
が
副
委
員

長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　令和５年第４回定例会にて可決されたと
おり、令和７年第４回（12月）定例会より、
議員定数が２名減の18名となります。
　詳細については、議会だより第75号の特
集記事をご参照ください。

アクセスはこちら▶

区 分 議案番号 件  名

議案
第 63 号 令和７年度曽於市一般会計補正予算（第３号）について

第 64 号 令和７年度曽於市水道事業会計補正予算（第２号）について

第２回臨時会で全会一致で可決とされた案件

33 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
な
ど

の
議
案
、
令
和
６
年
度
決
算
の
認

定
案
な
ど
に
つ
い
て
、
審
査
・
審

議
し
ま
し
た
。

Topic1

継
続
費
精
算
の
報
告

※

【
報
告
第
５
号
】

報
告

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備

事
業
の
継
続
費
に
係
る
継
続
年
度

終
了
に
伴
う
報
告
で
す
。

当
該
事
業
は
、
令
和
５
年
度
か

ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
２
か
年
で

工
事
関
係
の
継
続
費
が
設
定
さ
れ

て
お
り
、
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

※
継
続
費
と
は
・
・
・
複
数
年
度
に
わ
た
っ
て

事
業
を
実
施
す
る
際
に
設
定
す
る
予
算
枠
の
こ

と
。
支
出
す
る
費
用
の
総
額
と
年
割
額
を
定
め
、

計
画
的
か
つ
安
定
的
・
効
率
的
に
事
業
を
執
行

す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

Topics

第３回定例会

令和 7 年
8月29日から

9月30日まで

（33日間）

単位：万円
名称 継続費設定額 実績額 差額

改築工事管理業務委託 1,264 1,155 109
改築造成工事 4,354 4,075 279
改築本体・外構工事 7億 1,545 7 億  554 991
改築電気工事 2億  180 1 億 9,435 744
改築機械設備工事 2億 9,867 2 億 7,776 2,091
改築厨房設備設置工事 2億 3,994 2 億 2,594 1,400
改築厨房設備備品購入費 5,874 5,390 484
コンテナ室改修工事 839 780 59
食器購入費 1,839 1,716 122
給食備品購入費 2,719 2,647 71
給食配送車購入費 776 714 61

合計 16億 3,257 15 億 6,839 6,417

※
万
円
未
満
切
捨
て
。
端
数
処
理
の
関
係
で
数

値
が
合
わ
な
い
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

全
体
で
は
、
入
札
で
金
額
が
落

ち
た
こ
と
に
よ
り
、
６
４
１
７
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

Topic2

曽
於
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び

曽
於
市
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
議
案
第
65
号
】
全
会
一
致
可
決

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
関
連
規
定

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

問

育
児
休
業
等
の
取
得
が
重
な

る
こ
と
に
よ
る
業
務
へ
の
影
響
は
。

答

課
内
で
協
議
し
て
い
た
だ
き
、

業
務
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

問

任
命
権
者
の
配
慮
と
い
う
規

定
に
よ
り
、
ど
の
程
度
こ
れ
ま
で

と
取
扱
い
に
差
が
出
る
か
。

答

休
暇
制
度
の
周
知
や
取
得
へ

の
不
安
解
消
、
取
得
率
の
向
上
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Topic3

曽
於
市
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
議
案
第
66
号
】
全
会
一
致
可
決

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
に
伴
い
、
関
連
規
定
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

問

条
例
改
正
が
必
要
な
理
由
は
。

答

住
登
外
者
（
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い

者
）
宛
名
番
号
管
理
機
能
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
も
使
用
し
て
い
る

が
、
そ
の
デ
ー
タ
の
中
に
特
定
個

人
情
報
が
追
加
さ
れ
た
た
め
、
制

度
に
見
合
っ
た
条
例
改
正
が
必
要

に
な
っ
た
。

44☆議会クイズ☆次のページからクイズを出します。ページをめくると答えがあります。



Topic4

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

【
諮
問
１・２・３・４・５
号
】
適
任

令
和
７
年
12
月
31
日
を
も
っ
て

任
期
が
満
了
す
る
現
人
権
擁
護
委

員
の
再
任
の
た
め
提
案
さ
れ
た
も

の
で
、任
期
は
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

小こ

原ば
ら

忠た
だ
教の
り

氏
（
末
吉
町
）

水み
ず
枝え

谷だ
に

孝た
か
志し

氏
（
財
部
町
）

坂さ
か
口ぐ
ち

利と
し
幸ゆ
き

氏
（
財
部
町
）

小こ

園ぞ
の

伊い

津つ

子こ

氏
（
末
吉
町
）

森も
り

田た

永え
い

寛ひ
ろ

氏
（
大
隅
町)

Topic5

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
５
号)

を
可
決

【
議
案
第
69
号
】
全
会
一
致
可
決

10
億
７
４
３
８
万
円
追
加

予
算
総
額

２
８
７
億
９
０
０
０
万
円

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

（
山
中
雅
人
委
員
長
）

【
繰
越
金
及
び
積
立
金
】

問

推
移
の
状
況
は
。

答

若
干
の
増
額
傾
向
は
あ
る
も

の
の
、
昨
年
並
み
に
推
移
し
て
い

る
。

【
防
火
水
槽
撤
去
等
工
事
】

問

撤
去
理
由
は
何
か
。

答

撤
去
す
る
防
火
水
槽
は
民
有

地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
所
有

者
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
撤
去
す
る
。

新
設
す
る
必
要
も
あ
る
が
、
場
所

は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

【
人
件
費
】

問

職
員
数
と
採
用
状
況
は
。

答

定
数
は
３
５
２
人
だ
が
現
在

３
４
４
人
で
あ
り
、
不
足
は
会
計

年
度
任
用
職
員
で
対
応
し
て
い
る
。

採
用
試
験
を
行
っ
て
も
応
募
が
来

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
、
採

用
試
験
も
２
回
に
分
け
て
行
っ
て

い
る
。
職
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
弊
害
が

起
き
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

【
国
際
交
流
実
行
委
員
会
負
担
金
】

問

台
湾
と
の
国
際
交
流
に
お
け

る
費
用
の
内
訳
は
。

答

青
少
年
国
際
交
流
促
進
事
業

は
、
11
月
上
旬
に
市
内
の
中
学
生
３

名
が
台
湾
を
訪
問
し
て
交
流
す
る
際
、

相
手
先
に
送
る
記
念
品
代
が
主
な
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
台
湾
か
ら
の
訪

問
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
当
初

予
算
の
計
上
後
に
、
台
湾
の
方
か
ら

11
月
に
訪
問
さ
せ
て
ほ
し
い
と
の
話

が
あ
っ
た
た
め
、
計
上
す
る
。

歳出（単位 : 万円）
総務基金管理費（財政調整基金等への積立金追加）7億2,388
障害福祉サービス費（障害児支援給付費等の追加）1億3,262
活動火山周辺地域防災営農対策事業
（事業補助金の追加） 1,526

緊急自然災害防止対策事業
（市道舗装等改修工事等の追加） 1,500

大隅文化会館管理費（音響設備改修工事の追加） 2,310
現年発生農地・農業用施設災害復旧費
（梅雨前線豪雨等による災害発生） 3,409

現年発生公共土木施設災害復旧費
（梅雨前線豪雨等による災害発生） 1,155

歳入（単位 : 万円）

国庫
支出金

自立支援給付費負担金 6,101
地域介護・福祉空間整備推進
交付金 1,540

県
支出金

自立支援給付費県負担金 3,050
現年発生農業用施設災害復旧費
補助金 2,170

繰越金 前年度繰越金 8億4,240

市債

道路改良整備事業 1,500
大隅文化会館施設整備事業 2,310
現年発生農業用施設災害復旧費 1,040
現年発生公共土木施設災害復旧費 1,150

令和７年１月 議員調査団が里
り

港
こう

郷
きょう

を訪問

55 ☆問1☆曽於市議会議員の定数は11月の選挙で20人から18人に減少する？



文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
矢
上
弘
幸
委
員
長
）

【
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
】

問

今
回
補
正
額
１
億
３
０
０
０
万

円
を
加
え
る
と
14
億
円
規
模
と
な
る

が
、
９
月
の
時
期
と
し
て
は
例
年
と

比
べ
て
一
番
多
い
か
。

答

給
付
費
は
年
々
増
加
傾
向
で

あ
る
。
決
算
額
ベ
ー
ス
で
は
令
和

５
年
度
が
12
億
４
９
０
０
万
円
、

令
和
６
年
度
が
13
億
９
０
０
０
万

円
と
増
加
し
て
お
り
、
特
に
障
害

児
支
援
給
付
費
の
児
童
発
達
支
援

及
び
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

年
々
１
・
２
～
１
・
３
倍
程
度
増
加

し
て
い
る
。

【
保
健
師
の
配
置
】

問

保
健
師
の
退
職
に
伴
う
後
任

職
員
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

答

９
月
１
日
か
ら
お
願
い
し
て

お
り
、
６
月
補
正
で
計
上
し
た
暫

定
予
算
で
対
応
し
て
い
る
。

問

令
和
８
年
度
の
保
健
師
の
人

数
と
、
そ
の
人
数
で
の
業
務
対
応

は
可
能
か
。

答

来
年
度
は
７
名
の
予
定
で
あ

り
、
現
在
２
名
が
会
計
年
度
任
用
職

員
で
あ
る
た
め
、
行
政
事
務
を
お
願

い
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
全
て

正
職
員
な
ら
対
応
可
能
で
あ
る
。

意
見

保
健
課
や
保
健
師
に
限
ら

ず
、
近
年
は
途
中
で
辞
め
る
若
手

職
員
が
多
い
。
職
員
を
確
保
す
る

面
か
ら
も
、
現
場
の
状
況
や
意
見

を
市
長
・
副
市
長
に
上
げ
、
給
与

水
準
の
見
直
し
も
含
め
た
人
員
計

画
を
も
っ
て
全
庁
横
断
的
な
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

【
大
隅
文
化
会
館
管
理
費
】

問

音
響
設
備
改
修
工
事
の
内
容

は
。

答

昭
和
58
年
11
月
の
設
置
以
来
、

一
度
も
更
新
し
て
お
ら
ず
、
ス

ピ
ー
カ
ー
、ア
ン
プ
類
、ミ
キ
サ
ー

類
に
複
数
故
障
や
不
具
合
が
見
ら

れ
、
催
事
に
影
響
が
出
て
い
る
た

め
、
今
回
、
全
面
的
に
更
新
す
る

も
の
で
あ
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
渕
合
昌
昭
委
員
長
）

【
鳥
獣
対
策
事
業
】

問

補
正
の
理
由
は
。

答

イ
ノ
シ
シ
等
被
害
防
止
対
策

に
よ
る
電
気
柵
の
要
望
が
多
く
、

予
算
が
不
足
す
る
た
め
。

問

都
城
市
で
確
認
さ
れ
た
死
亡

イ
ノ
シ
シ
の
豚
熱
に
関
す
る
対
応
は
。

答

財
部
の
北
地
区
の
一
部
が
半

径
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
の
感
染

確
認
区
域
に
入
っ
て
い
る
た
め
、

鹿
児
島
県
が
経
口
ワ
ク
チ
ン
の
散

布
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

【
酪
農
経
営
緊
急
支
援
対
策
事
業

給
付
金
】

問

曽
於
市
、
志
布
志
市
、
大
崎

町
の
３
自
治
体
で
協
議
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
乳
量
が
減
少
す
る
夏
場
だ

け
で
も
給
付
単
価
を
上
げ
る
と
い
っ

た
取
組
は
で
き
な
か
っ
た
か
。

答

給
付
単
価
に
つ
い
て
検
討
は

し
た
が
、
最
終
的
に
は
３
自
治
体
で

協
議
し
決
め
た
単
価
に
決
定
し
た
。

【
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
】

問

旅
費
の
内
容
は
。

答

全
国
育
樹
祭
に
お
い
て
、
た
か

ら
べ
も
み
じ
の
森
の
会
が
悠
久
の
森

へ
の
植
樹
活
動
で
林
野
庁
長
官
賞
を

受
賞
す
る
た
め
、
こ
れ
に
市
職
員
が

随
行
す
る
の
に
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
農
地・農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
】

問

被
災
施
設
の
詳
細
は
。

答

大
隅
町
大
谷
の
用
排
水
路
で
、

延
長
が
30
メ
ー
ト
ル
程
度
で
比
較

的
大
き
い
断
面
の
水
路
で
あ
る
。

【
小
規
模
水
道
事
業
費
】

問

昨
年
度
も
補
正
が
あ
り
、
今
年

度
も
補
正
に
よ
っ
て
当
初
予
算
か
ら

倍
増
と
な
っ
て
い
る
。
補
正
の
内
容

か
ら
、
今
後
も
多
く
の
予
算
を
伴
う

と
思
う
が
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答

昨
年
度
に
比
べ
当
初
予
算
も

増
額
し
て
い
た
が
、
要
望
が
多

か
っ
た
。
既
に
来
年
度
を
想
定

し
た
要
望
も
出
て
き
て
い
る
た
め
、

次
年
度
も
予
算
を
増
額
す
る
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
。

よ
り
競
争
性
を
担
保
で
き
る
入
札

の
在
り
方
を
強
く
求
め
る
。

末吉小学校
校舎改築工事

落札価格
（落札率） 落札者

本体工事 24億 9,975 万円
（99.99％）

渡辺・鎌田・川畑
特定建設工事共同企業体

電気設備工事 3億 4,628 万円
（83.45％）

中外電工・九州電通
特定建設工事共同企業体

機械設備工事 3億 2,010 万円
（99.83％）

川原・田中
特定建設工事共同企業体

Topic9

副
市
長
の
選
任

【
同
意
案
第
１
号
】
賛
成
多
数
同
意

副
市
長
と
し
て
選
任
す
る
た
め

提
案
が
あ
り
、
無
記
名
投
票
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

今い
ま
村む
ら

浩こ
う
次じ

氏
（
末
吉
町
）

66☆答1☆○ 現在の議員定数は20人ですが、11月の選挙から18人になります。



Topic6

令
和
７
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算(

第
３
号)

を
可
決

【
議
案
第
71
号
】
全
会
一
致
可
決

水
道
事
業
の
一
部
業
務
に
つ
い

て
、
今
ま
で
の
民
間
委
託
分
に
加

え
、
受
付
・
窓
口
業
務
の
一
部
、

開
閉
栓
業
務
、
滞
納
整
理
業
務
、

漏
水
の
初
期
対
応
等
を
包
括
的
に

民
間
委
託
す
る
も
の
で
す
。

問

近
隣
の
市
町
村
で
包
括
業
務

委
託
を
し
て
い
る
自
治
体
は
。

答

都
城
市
が
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
県
内
で
は
５
市
１
町
が
実
施

し
て
い
る
。

問

委
託
を
受
け
る
事
業
者
が
い

る
の
か
。

答

全
国
的
に
も
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
た
事
業
者
が
い
る
。
本
市
で

の
事
業
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
管

工
事
組
合
と
連
携
を
と
っ
て
業
務

を
遂
行
で
き
る
事
業
者
に
お
願
い

し
た
い
。

Topic7

選
挙
管
理
委
員
及
び

選
挙
管
理
委
員
補
充
員
の
選
挙

以
下
の
８
名
を
選
出
し
ま
し
た
。

任
期
は
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

◆
選
挙
管
理
委
員

澤さ
わ

律り
つ
雄お

氏
（
大
隅
町
）

狩か
り

長な
が

泰や
す

博ひ
ろ

氏
（
末
吉
町
）

富と
み

岡お
か

葊ひ
ろ

男お

氏
（
末
吉
町
）

水み
ず
枝え

谷だ
に

孝た
か
志し

氏
（
財
部
町
）

◆
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

第
１
順
位

神じ
ん
宮ぐ
う
司じ

寛ひ
ろ
し

氏
（
大
隅
町
）

第
２
順
位

柳や
な
ぎ
た田
敏と
し
美み

氏
（
財
部
町
）

第
３
順
位

岩い
わ
元も
と

祐ゆ
う
昭あ
き

氏
（
末
吉
町
）

第
４
順
位

堀ほ
り
内う
ち

光み
つ
秋あ
き

氏
（
末
吉
町
）

Topic8

追
加
議
案
を
可
決

【
議
案
第
75
号
】
全
会
一
致
可
決

財
部
中
央
公
民
館
改
修
本
体
工

事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
に
関
す

る
も
の
で
す
。

◆
契
約
額

４
億
２
０
５
０
万
円

（
８
０
０
万
円
増
額
）

◆
工
期

令
和
８
年
３
月
19
日
ま
で

（
20
日
間
延
長
）

施
工
途
中
、
本
体
構
造
部
の
一

部
に
強
度
不
足
が
発
見
さ
れ
、
そ

の
補
強
工
事
を
追
加
す
る
こ
と
に

伴
い
、
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
株

式
会
社
川
原
田
工
務
店
と
変
更
契

約
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
72
・
73
・
74
号
】

全
会
一
致
可
決

末
吉
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
に

関
す
る
請
負
契
約
の
締
結
に
関
す

る
も
の
で
す
。

意
見

本
３
議
案
の
入
札
に
２
企

業
体
な
い
し
３
企
業
体
の
参
加
と

い
う
の
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

よ
り
競
争
性
を
担
保
で
き
る
入
札

の
在
り
方
を
強
く
求
め
る
。

末吉小学校
校舎改築工事

落札価格
（落札率） 落札者

本体工事 24億 9,975 万円
（99.99％）

渡辺・鎌田・川畑
特定建設工事共同企業体

電気設備工事 3億 4,628 万円
（83.45％）

中外電工・九州電通
特定建設工事共同企業体

機械設備工事 3億 2,010 万円
（99.83％）

川原・田中
特定建設工事共同企業体

Topic9

副
市
長
の
選
任

【
同
意
案
第
１
号
】
賛
成
多
数
同
意

副
市
長
と
し
て
選
任
す
る
た
め

提
案
が
あ
り
、
無
記
名
投
票
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

今い
ま
村む
ら

浩こ
う
次じ

氏
（
末
吉
町
）

77 ☆問２☆子どもを連れて投票できる？



議員辞職の勧告

徳峰

これまでの陳謝は心のこもったものではない。過去に
も祭り会場の禁煙席での喫煙、広報委員長でありな
がら会議を欠席しゴルフ大会へ参加、総務委員会傍
聴中に委員へ質疑内容のメール送信、入院中に公用
のタブレットで137GB使用し公費を弁済等、社会通
念上許されない過ちを犯している。

原田

これまで祭り会場の禁煙席での喫煙、広報委員長で
ありながら会議を欠席しゴルフ大会へ参加、総務委
員会傍聴中に委員へ質疑内容のメール送信、入院中
に公用のタブレットで137GB使用し公費を弁済した
事案等、不祥事を起こしている。当該議員の倫理審
査会は２回目。前回の陳謝も名ばかりで過去の反省
もなく、コンプライアンス違反を繰り返している。

矢上 過去の問題の際に厳しく注意されているにも関わら
ず今回の問題を起こしている。

賛成の討論

徳峰

倫理審査会が全てではなく、今回の決議案も法令や
例規で保障された提案であり、一方だけで判断する
のはナンセンス。今回の弁当購入だけではなく５回
も繰り返されていることは社会通念上許されない。

原田

度重なる不祥事は今回で５回目で、倫理審査会も２
回目。当該議員は法に触れさえしなければ何をやっ
ても良いと思っている。この一連の行為は倫理条例
に大きく違反していることは明白で、議員として軽
薄、無責任な行動であり、議会軽視も甚だしく、良
識常識の欠如であり、条例・規則も全く無視され、
コンプライアンス違反を繰り返している。

Topic10

議
員
辞
職
勧
告
決
議
案
の
発
議

【
発
議
第
２
号
】
賛
成
少
数
否
決

８
月
29
日
の
本
会
議
終
了
後
、

土
屋
健
一
議
員
外
５
名
の
議
員
か

ら
岩
水
豊
議
員
に
対
す
る
議
員
辞

職
勧
告
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
９

月
３
日
の
本
会
議
で
提
案
理
由
の

説
明
、
質
疑
、
討
論
（
次
表
）
が

行
わ
れ
、
起
立
採
決
の
結
果
、
賛

成
少
数
に
て
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
議
決
結
果
は
Ｐ
13
参
照
）

　本年５月７日付で請求のあった件について、曽於市議
会議員政治倫理条例（以下「条例」という。）第11条の
規定に基づき、審査結果を公表します。また、この件に
ついて同年８月29日の本会議にて山田義盛議長より報
告があり、「議員一人一人が自らを律し、今後、曽於市議
会の信頼回復に努めるよう強く要望するとともに、混乱
を招いた市議会の代表として、心から、深く、市民の皆
様にお詫び申し上げます」と陳謝しました。
◆�審査期間　６月20日、７月16日、28日、８月12日
の計４回
◆�審査理由　岩水豊議員は、令和７年第１回定例会会期
中の２月27日と翌28日の本会議中に無断で離席して、
本庁舎１階で業者が販売する弁当を購入していた。
◆�審査結果及び措置　本件は、新聞、テレビ等全国的
に報道され、市議会議員は自らの行動を厳しく律し、
倫理の向上に努めなければならないとする中で、今回
の軽率な行為は、曽於市議会に対する名誉と信頼を
損ねる行為であったとして、条例第３条第１項第１号に
規定する政治倫理基準「議員の品位と名誉を損なう行
為により、市民の議会に対する信頼を損ねないこと。」
に違反する行為であるとの結論を全会一致で得た。し
かし、条例第８条第４項の規定に基づく措置について
「議員辞職の勧告」と「役職辞任」を求める委員で意
見が分かれ、採決の結果、いずれも出席委員の４分の
３（６名）以上の同意を得られず、結論を得なかった。
ただし、各委員の意見等（左表）を、本会議、広報紙
等で広く公表し、市民に適切に周知する。

反対の討論

山中
今回の論点は適切・不適切の問題ではなく倫理審査会の結論を尊重するかしないかということになる。最終
報告書にも「各委員が了承した」と明記されており、いくら不服があろうと結論を尊重しなければ倫理審査
会の存在意義が問われる。

今鶴
倫理条例制定前と後の件は切り離して考えるべきで、この間２回議員選挙が行われており、禊を受けている。
今回の件も法律違反ではなく、議員自ら委員長を辞任されたことを評価するわけではないが、役職辞任も相
当重い罰であり、また、新聞等でも報道されたことはやむを得ないが、十分に社会的制裁も受けている。

渡辺
不祥事を繰り返しており、本当に悪いとは思う。しかし、こういった事例は全国でも度々紹介され、結果として社
会的制裁を受けたことによってこれ以上追求しないなどの判例・事例は相当ある。本人のみならず、奥様も相当落
ち込んでおり、これ以上の制裁は道徳的にも人間的にも悲しい。後は市民の判断に委ねるのが最良の策ではないか。

役職辞任

山中
他の自治体では出席停止以上の処分は慎重に対応さ
れている。今回の一件は法令違反ではないため、前
回より１段階重い措置が妥当。

渡辺 今回、当該議員自ら委員長の辞任を願い出て議会も
了承した。自ら役職辞任したことも考慮すべき。

今鶴 本会議で陳謝し、委員長を自ら辞任された。法に触
れる行為ではなかった。

久長 自ら役職辞任したことは一歩前進、反省が見えた。

政治倫理審査会結果

88☆答２☆○ ベビーカーでの投票も大丈夫です。



令和６年度　決算審査特別委員会
◆　決算審査特別委員会設置期間　令和７年９月 12日～ 26日

　　　決算審査特別委員会 15人（議長・監査委員を除く議員）　

　　　◎委 員 長　重久昌樹

　　　○副委員長　山中雅人

◆　各分科会に分かれ、所管ごとの専門的な審査を行いました。（現地調査を含む）

　　　総　　務分科会　９月 16～ 18日（３日間）　

　　　文教厚生分科会　９月 16～ 18日（３日間）

　　　産業建設分科会　９月 16～ 19日（４日間）

◆　決算審査特別委員会　９月 26日

◆　慎重に審査した結果、９月 30日の本会議において「認定すべき」と報告しました。

各会計決算額
会計名 歳入 歳出

一般会計 312億 9,972 万円 300億 7,760 万円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 53億 7,726 万円 53億 2,483 万円
後期高齢者医療特別会計 6億 8,971 万円 6億 8,673 万円
介護保険特別会計 60億 9,096 万円 57億 5,658 万円

生活排水処理事業特別会計 6,793 万円 6,583 万円

水道
事業会計

収益的収支 5億 8,427 万円 5億 6,994 万円
資本的収支 6,900 万円 2億 4,730 万円
資本的支出額に不足する額 1億 7,830 万円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的
収支調整額 1,117 万円、過年度分損益勘定留保資金 1億 6,713 万円（減価償却費 1億
6,713 万円）で補てんした。

公共下水道
事業会計

収益的収支 2億 3,765 万円 1億 9,841 万円
資本的収支 1,370 万円 1億 1,499 万円
資本的収入額が資本的支出額に不足する額 1億 129万円は、当年度分損益勘定留保資
金5,898万円（減価償却費5,898万円）、利益剰余金4,230万円（繰越利益剰余金4,230
万円）で補てんした。

（1万円未満切捨て。端数処理の関係で数値が合わない箇所があります。）
※収益的収支とは、施設を維持管理するための経費とその財源のことです。
　資本的収支とは、施設の建設や整備・改良にかかる経費とその財源のことです。

99 ☆問３☆仕事や旅行などで選挙期間中に帰ってこれない。投票できる？



総務分科会

問 本市の財政状況は。

答　令和９年度から公債費の返済が 30
億円を超えてくるようになり、市への財政
的な影響が大きくなる。令和６年度では繰
上償還も実施したが、そのような対応を行
いながら、今後の財政が過度に逼迫しな
いよう計画を検討していきたい。

問 大隅、財部にある最終処分場の状
況は。

答　大隅が９年、財部が３年で容量が
一杯になる。国では広域化の対応を求め
ていることもあり、どの自治体と協力するべ
きかも含めて、課内で協議している。

問 オンライン窓口の利用状況は。

答　オンライン対応用の相談室があり、そ
こで対応している。現在は農業委員会の
利用に関するものが多いが、他の部署と
も繋げることは可能である。

本庁　遠隔相談室

問　合併浄化槽の譲渡の進捗は。

答　令和４年度から令和６年度までに
374 基の譲渡が完了した。10 年経過し
た譲渡対象基数は約 700 基であり、大
隅衛生企業への引継ぎの関係で、年間
譲渡数は140 基が上限である。

問　過年度滞納額の回収状況は。

答　不納欠損が現在 315 件であるが、
一般の水道と違い、浄化槽の停止などを
行うと逆流を起こし住宅に被害が出るため、
強制的に止めることは難しい。

意見　過年度滞納額の回収に今後も努
力してほしい。

生活排水処理事業特別会計

問 SKLV 産の牛は出荷できる状態にあるのか。

答　現在、出荷している牛は市場導入してきたものであり、純 SKLV産と
は言えない。純 SKLV産と言えるものは令和９年３月頃からになる。今まで
の出荷は実験的な要素も多いため、ブランド化して売り出すまでには至って
いない。

純SKLV産となる子牛

1010☆答３☆○ 不在者投票で投票用紙を送ってもらえます。詳しくは「曽於市 不在者投票」で検索



文教厚生分科会

学校給食センター

　後期高齢者医療制度は、各都道府県
の後期高齢者医療広域連合が保険者と
なり、保険料の制定や医療費の支払等を
行っています。

意見　令和４年 10 月から１割負担、３
割負担に加えて、新たに２割負担が追
加された制度改正について、市民に周
知や理解がされていないように見受け
られるので、より市民に分かりやすい
形で周知するように。

問 介護保険事業における監査の方法
について。
答　介護保険法においては運営指導とし
て、人員や設備状況等の確認を行うこと
で、利用者保護及び保険給付の適正化
を図ることを目的として実施しており、法律
上は６年ごとだが、本市では計画的に３
年ごとに実施している。
意見　他自治体の事業所で不正が発覚
し、認定取消となった事例もあったこ
とから、絶対に不正をさせないための
監査の在り方について研究するべき。

介護保険特別会計

財部温泉健康センター

後期高齢者医療特別会計

問 財部温泉健康センターやメセナ住
吉交流センターに関して、入浴料の引
上げと今後見込まれる改修費用は。

答　近隣の都城市が 420 円で運営され
ており、仮に同金額まで引き上げた場合、
財部温泉はそれでも2,218 万 2,000 円の
指定管理料が必要で、メセナ住吉交流セ
ンターは300 万円の黒字となる見込みで
ある。また、令和５年度に積算した改修
費用について、財部温泉は浴室が 8,000
万円程度、管理棟まで含めるとおよそ３億
9,000 万円程度が見込まれ、メセナ住吉
交流センターは大規模改修となる予定で、
２億 9,000 万円程度が見込まれる。

問 学校給食費の完全無償化が始まり、
学校給食センターの稼働後から人気の
揚げパンが提供されなくなった理由は。

答　新しい給食センターは連続フライヤー
を使用しているが、相性が悪く、揚げパ
ンに向いていないため。

意見　学校給食費が値上げされたとの
ことで、材料費も掛かっているかと思
うが、子供たちが美味しいと思えるよ
うな献立と給食を工夫していただきた
い。

1111 ☆問４☆入院、入所等で外出することができないが、投票できる？



産業建設分科会

現地調査を実施

溝ノ口洞穴の新しい水洗トイレ

溝ノ口洞穴周辺整備事業
決算額：2,454 万円

問 消費生活相談の実績は。

答　次のとおりである。

相談内容 件数
訪問販売 22
電話勧誘販売 29
マルチ・マルチまがい 1
特定継続的役務提供 ー
業務提供誘引販売 ー
通信販売 68
訪問購入 9
店舗購入 28
ネガティブ・オプション ー
不明・無関係 41
その他 ･該当無し 1
合計 199

現地調査を実施

災害のために整備された法面

治山事業（大隅町建場地区）
決算額：1 億 3,679 万円

木質化された図書館大隅分館

問 森林環境譲与税事業に関連して、
基金への積立ては行わないのか。

答　基本的には積み立てずに使い切るこ
とを目標としている。森林環境の整備のた
めに支出するほか、条件に合致すれば他
の事業にも利用できるため、令和６年度
は基金を取り崩して市立図書館大隅分館
の木質化に利用した。

1212☆答４☆○ その施設で投票の意思表示をすると、その施設が県から承認されていたら市に請求できます。立ち会いの元、投票できます。



第３回定例会で全会一致で承認・適任・可決・認定・同意とされた案件

区 分 番号 件  名

報
告

第 5 号 継続費精算の報告について
第 6 号 令和６年度曽於市健全化判断比率の報告について
第 7 号 令和６年度曽於市生活排水処理事業特別会計資金不足比率の報告について
第 8 号 令和６年度曽於市水道事業会計資金不足比率の報告について
第 9 号 令和６年度曽於市公共下水道事業会計資金不足比率の報告について

報告のあった案件

賛否が分かれた案件

区 分 議案番号 件  名

議
案

第72号 請負契約の締結について

第73号 〃

第74号 〃

第75号 請負契約の変更について

認
定
案

第 2 号 令和６年度曽於市国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

第 4 号 令和６年度曽於市介護保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

第 5 号 令和６年度曽於市生活排水処理事業特別会計
歳入歳出決算の認定について

第 6 号 令和６年度曽於市水道事業会計
決算の認定について

第 7 号 令和６年度曽於市公共下水道事業会計
決算の認定について

発
議

第 3 号 曽於市議会会議規則の一部改正について

第 4 号 曽於市議会委員会条例の一部改正について

同
意
案

第 2 号 固定資産評価員の選任について

議案等　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名

山
中
雅
人

出
水

優
樹

瀬
戸
口
恵
理

矢
上

弘
幸

片
田

洋
志

重
久

昌
樹

鈴
木

栄
一

岩
水

豊

渕
合
昌
昭

今
鶴

治
信

九
日

克
典

土
屋

健
一

原
田
賢
一
郎

渡
辺

利
治

久
長
登
良
男

徳
峰

一
成

結

果

発
議 第2号※ 岩水豊議員に対する議員辞職勧告決議案について ● 〇 ● 〇 欠

席 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 ● ● 〇 否
決

認
定
案

第1号 令和６年度曽於市一般会計歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 認
定

第3号 令和６年度曽於市後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 認

定
同
意
案

第1号 副市長の選任について 賛成 15票、反対 1票 同
意

山田議員は議長のため、議決に加わることはできないが､投票による表決の場合で可否同数になったときは、議長が可否を決定することになる。（裁決権）　
※発議第２号は可否同数であるが、起立採決のため過半数に達していないので否決となる。
賛成「○」。賛成者のみを諮る表決方法であるため、賛成者以外（反対者・態度保留者・棄権者等）は「●」としている。

区 分 議案番号 件  名
承
認
案

第 5 号 専決処分の承認を求めることについて（令和
７年度曽於市一般会計補正予算（第４号））

諮
問

第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦について
第 2 号 〃
第 3 号 〃
第 4 号 〃
第 5 号 〃

議
案

第 65 号
曽於市職員の勤務時間、休暇等に関する条
例及び曽於市職員の育児休業等に関する条
例の一部改正について

第 66 号
曽於市行政手続における特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用に関する条例の一部改正に
ついて

第 67 号 令和６年度曽於市水道事業剰余金の処分につ
いて

第 68 号 令和６年度曽於市公共下水道事業剰余金の処
分について

第 69 号 令和７年度曽於市一般会計補正予算（第５号）
について

第 70 号 令和７年度曽於市介護保険特別会計補正予算
（第２号）について

第 71 号 令和７年度曽於市水道事業会計補正予算（第
３号）について

1313 ☆問５☆入場券を無くしたが投票できる？
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市長の政治姿勢、
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一般質問の録画

Link

Answer
市長／任期中に、

ふるさと寄附金 30 億円は達成したい
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の
引
上
げ
は
、
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。
末

吉
メ
セ
ナ
温
泉
の
改
修
は

段
階
的
に
進
め
た
い
。
財

部
温
泉
の
改
修
は
入
浴
料

の
見
直
し
を
行
う
中
で
進

め
た
い
。
い
ず
れ
も
民
間

に
頼
ら
ず
進
め
た
い
。
末

吉
小
の
改
築
は
、
当
初
の

計
画
に
沿
っ
て
進
め
た
い
。

学
び
の
学
校
の
取
組
を
尊

重
し
た
い
。
郷
土
史
改
訂

は
、
新
年
度
職
員
を
１
人

増
員
し
た
い
。

徳
と く

峰
みね

一
かず

成
なり

（日本共産党）

増水で池となった岩南地区

菱田川の前田橋付近

1414☆答５☆○ 入場券が無くても本人確認が取れれば投票できます。



農
政
課
長

大
崎
町
で

２
万
５
千
円
、
鹿
屋
市
で

は
２
万
８
千
円
の
事
も
あ

り
、
報
奨
金
の
見
直
し
の

協
議
は
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

８
月
８
日
の
豪
雨
災
害

問

今
回
氾
濫
し
た
河
川

の
管
理
者
は
県
で
あ
る
が
、

県
の
当
局
者
の
対
応
は
。

市
長

８
月
20
日
に
大
隅

地
域
振
興
局
の
建
設
部
長

が
参
加
の
下
、
県
と
市
で

協
力
し
な
が
ら
対
応
策
を

講
じ
た
い
と
意
見
が
あ
っ

た
。

問

原
因
が
分
か
ら
な
け

れ
ば
、
対
応
策
も
打
て
な

い
。
原
因
究
明
の
後
は
議

会
側
に
も
情
報
共
有
を
求

め
る
が
。

土
木
課
長

９
月
末
に
も

県
の
担
当
者
と
会
合
が
あ

る
の
で
、
判
明
す
れ
ば
議

会
に
も
示
し
た
い
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金

問

竹
田
市
長
が
担
当
課

長
だ
っ
た
時
代
に
20
億
円

あ
っ
た
ふ
る
さ
と
納
税
は

13
億
円
ま
で
下
が
っ
て
い

る
。
顧
客
が
逃
げ
て
い
る

と
い
う
事
で
あ
り
、
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
が
足
り
て

い
な
い
の
で
は
。

商
工
観
光
課
長

ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
が
完
全
に
で
き

て
い
な
い
が
、
返
礼
品
の

調
理
法
や
寄
附
金
の
使
い

道
に
つ
い
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
サ
イ
ト
や
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
。

問

返
礼
品
の
お
礼
状
の

中
に
、
自
治
体
の
子
育
て

支
援
や
魅
力
に
つ
い
て
織

り
込
め
ば
自
治
体
Ｐ
Ｒ
に

も
繋
が
り
一
石
二
鳥
で
は

な
い
か
。

市
長

返
礼
品
の
中
に
手

書
き
で
メ
モ
を
入
れ
る
事

業
者
が
業
績
を
伸
ば
す
こ

と
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
形
で
真
心
を
示
す
こ
と

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

曽
於
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画

問

大
隅
を
中
心
に
猿
の

群
れ
が
出
没
し
、
被
害
が

出
て
い
る
が
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。

農
政
課
長

甘
藷
、
ス
イ

カ
、
イ
チ
ゴ
の
食
害
な
ど

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

問

報
告
に
よ
れ
ば
令
和

５
年
に
一
頭
が
捕
獲
さ
れ

た
の
み
で
あ
り
、
猿
捕
獲

の
報
奨
金
１
万
５
千
円
の

引
上
げ
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

8月８日の豪雨被害の原因は

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市長／河川の逆流等考えられるが、

県と協力して原因の調査中である

ちょっと
ひとりごと

災害を防ぐことは
政治・行政の役割の
一丁目一番地！

山
やま

中
なか

雅
まさ

人
と

（さくら会）

曽於市は日本に誇る肉のまち
ふるさと寄附金30億円は
きっと達成できます！

岩川の市街地にも堂々と出没しています

1515 ☆問６☆投票箱の中を見ることができる？



災
害
対
策

問

以
前
、
前
川
で
災
害

が
発
生
し
た
際
の
復
旧
状

況
は
。

市
長

排
水
路
の
整
備
等

を
し
た
。

問

今
回
（
８
月
８
日
の

豪
雨
災
害
）
の
原
因
と
対

策
は
。

市
長

河
川
増
水
に
伴
う

逆
流
と
思
わ
れ
る
の
で
、

県
と
協
議
を
重
ね
て
お
り

早
く
対
応
す
る
。

問

被
災
者
へ
の
心
の
ケ

ア
を
含
め
て
、
対
応
は
十

分
に
さ
れ
た
か
。

市
長

保
健
師
と
全
戸
訪

問
し
、
健
康
確
認
、
消
毒

等
を
し
た
。

問

定
期
的
に
寄よ
り
す州
な
ど

を
早
め
に
除
去
す
る
考
え

は
。

市
長

県
に
早
め
に
要
望

を
出
し
て
行
う
。

問

指
定
避
難
所
だ
け
で

な
く
届
出
避
難
所
の
周
知

と
設
置
増
を
望
む
が
。

市
長

周
知
を
図
り
検
討

す
る
。

農
業
振
興
策

問

農
業
振
興
策
に
つ
い

て
は
。

市
長

畜
産
、
園
芸
、
茶

業
等
も
各
事
業
を
使
い
、

経
営
の
安
定
化
と
新
規
就

農
者
支
援
事
業
の
見
直
し

を
し
て
振
興
に
取
り
組
む
。

問

水
稲
作
付
け
で
、
箱

苗
や
代し

ろ

か
き
を
せ
ず
に
直

接
種
ま
き
す
る
乾か

ん

田で
ん

直ち
ょ
く

播は

の
勧
め
方
は
。

市
長

作
業
省
力
化
や
コ

ス
ト
削
減
が
図
ら
れ
る
の

で
、
乾
田
直
播
を
普
及
さ

せ
る
に
は
研
究
し
な
が
ら

検
討
す
る
。

問

外
国
人
技
能
実
習
生
、

就
業
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の

在
り
方
と
、
今
後
の
支
援

策
の
考
え
は
。

市
長

慢
性
的
な
人
手
不

足
と
雇
用
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
に
各
方
面
と

連
携
し
窓
口
の
一
本
化
を

図
る
。

問

農
業
公
社
で
雇
い
入

れ
し
て
、
農
家
は
必
要
な

と
き
だ
け
雇
用
す
れ
ば
、

経
費
削
減
に
繋
が
る
が
。

市
長

そ
の
よ
う
な
考
え

も
あ
る
。

災害復旧は心のケアも迅速に

一般質問の録画

Link

ちょっと
ひとりごと

食べなきゃ
生きられない
省力化で増産 ･･
再生可能な
政策支援を

Question

Answer

市長／原状回復と心のケアも急ぐ 渡
わた

辺
なべ

利
と し

治
はる

（創政会）

4月19日種
たね
籾
もみ
を直接ばらまき

6月 10日雑草なし！！
収穫直前の稲穂９月５日コンバインで収穫

1616☆答６☆○ 投票所に1番乗りした有権者は投票箱をのぞいて、投票箱が空である確認作業に立ち会えます。



財
部
城
山
公
園
整
備

問

財
部
城
山
公
園
整
備

の
必
要
は
。

市
長

園
路
や
施
設
の
補

修
が
必
要
な
場
合
は
、
予

算
を
計
上
し
、
修
繕
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

市
長
の
政
治
姿
勢

問

大
政
治
家
は
、
魂
の

公
約
を
掲
げ
信
念
を
貫
か

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い

る
か
。

市
長

地
元
選
出
の
国
会

議
員
の
先
生
方
の
政
治
信

念
に
大
変
感
銘
を
受
け
て

お
り
、
こ
の
信
念
を
胸
に

市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー

問

財
部
温
泉
健
康
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
基
本
的
な

考
え
方
は
。

市
長

指
定
管
理
者
と
協

議
し
た
上
で
、
赤
字
解
消

に
向
け
て
の
取
組
を
行
う
。

施
設
の
設
置
目
的
確
認
や

利
用
状
況
な
ど
の
把
握
か

ら
、
市
民
生
活
に
と
っ
て

必
要
な
施
設
の
在
り
方
を

考
え
て
い
く
。
民
間
へ
の

無
償
譲
渡
は
考
え
て
い
な

い
。

財部温泉健康センター

財
部
の
ま
ち
の
振
興
対
策

問

財
部
の
ま
ち
の
振
興

対
策
は
。

市
長

市
街
地
の
活
性
化

に
つ
い
て
は
、
将
来
的
な

開
発
構
想
を
持
ち
計
画
を

作
成
し
、
段
階
的
に
市
街

地
整
備
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
今
後
、
市
街
地
の
活

性
化
へ
向
け
た
計
画
を
検

討
す
る
。

問

旧
財
部
支
所
庁
舎
跡

地
の
考
え
は
。

市
長

市
有
地
や
空
き
家

の
状
況
と
一
体
的
に
考
え

て
計
画
を
作
成
し
、
そ
の

中
で
跡
地
の
利
用
を
考
え

て
い
る
。

財部支所周辺の市有地

問

県
道
都
城
隼
人
線
の

道
路
改
良
整
備
は
。

市
長

幅
員
が
狭
く
大
型

車
同
士
の
離
合
が
困
難
な

箇
所
が
あ
る
。
道
路
管
理

者
は
県
で
あ
る
が
、
市
と

し
て
今
後
も
引
き
続
き
県

に
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

市長の政治姿勢は

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市長／市民の皆様の声に耳を傾け、

市民の皆様の声をしっかりと市政に活かし、
市民の皆様が主役のまちづくりに努める

ちょっと
ひとりごと

曽於市に
寄ってみたい、
行ってみたい、
住んでみたい、
まちを作ろう

久
ひさ

長
なが

登
と

良
ら

男
お

（新生会）

1717 ☆問７☆候補者の名前をひらがなで記入しても有効票になる？



大
雨
災
害

問

避
難
場
所
へ
の
備
蓄

食
等
の
提
供
の
流
れ
は
。

市
長

避
難
所
に
お
け
る

食
事
等
に
つ
い
て
は
原
則
本

人
調
達
で
あ
る
。
し
か
し
、

地
震
災
害
な
ど
大
規
模
災
害

に
よ
り
、
避
難
所
生
活
が
長

期
化
す
る
場
合
は
市
の
備
蓄

品
の
供
給
を
行
う
。

問

備
蓄
食
の
保
管
場
所

は
。

総
務
課
長

大
隅
町
の
備

蓄
倉
庫
と
市
役
所
本
庁
の

２
箇
所
で
あ
る
。

問

夜
間
、
急
き
ょ
避
難

を
要
す
る
場
合
、
非
常
食

を
用
意
す
る
時
間
は
な
い
。

ま
た
、
高
齢
者
や
足
の
不

自
由
な
方
は
買
い
物
に
行

く
こ
と
が
で
き
ず
、
地
震

な
ど
で
交
通
網
が
遮
断
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
避

難
所
に
も
備
蓄
食
を
用
意

で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

備
蓄
食
の
保

管
方
法
に
も
よ
る
の
で
、

協
議
し
た
い
。

保管されている備蓄食

問

大
規
模
災
害
で
断
水

が
発
生
す
る
と
、
生
活
用

水
が
重
要
に
な
る
。
道
路

が
寸
断
さ
れ
る
と
、
特
に

人
口
が
少
な
い
地
区
は
復

旧
に
時
間
が
か
か
る
。
以

前
、
質
問
し
た
手
掘
り
式

井
戸
を
検
討
し
て
み
て
は
。

市
長

給
水
車
の
要
請
に

つ
い
て
は
、
市
長
会
で
意

見
が
出
た
。
手
堀
り
式
井

戸
が
ど
う
い
う
も
の
か
分

か
ら
な
い
の
で
、
研
究
し

た
い
。

市
長
の
公
約

問

公
約
の
ふ
る
さ
と
納

税
30
億
円
だ
が
、
企
業
が
高

校
生
や
中
学
生
と
コ
ラ
ボ
し

て
返
礼
品
を
考
案
し
て
み
て

は
ど
う
か
。
全
国
各
地
に
い

る
曽
於
高
校
や
末
吉・岩
川・

財
部
高
校
の
卒
業
生
が
応
援

す
る
の
で
は
。

市
長

企
業
と
高
校
生
が

一
緒
に
な
っ
て
開
発
す
る

の
は
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ

ア
な
の
で
、
模
索
し
て
い

き
た
い
。

三重県の高校生と企業の
コラボ商品

問

あ
る
方
か
ら
、
市
に

連
絡
を
し
て
空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
空

き
家
を
見
学
し
た
際
、
管

理
が
行
き
届
い
て
い
な
い

場
所
を
見
せ
ら
れ
た
と
話

が
あ
っ
た
。
市
の
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
に
な
る
の
で
は
。

市
長

問
合
せ
が
あ
っ
た

時
点
で
、
管
理
者
や
不
動

産
に
内
見
日
時
の
連
絡
を

入
れ
た
い
。

問

新
規
就
農
で
は
初
期

投
資
が
大
き
い
。
廃
業
予

定
の
農
家
と
マ
ッ
チ
ン
グ

し
て
費
用
を
抑
え
た
り
、

助
成
金
の
前
倒
し
は
で
き

な
い
か
。

市
長

国
の
助
成
金
も
あ

る
。
市
の
助
成
金
は
実
績

が
で
き
て
か
ら
と
い
う
こ

と
で
、
就
農
し
て
か
ら
１

年
を
経
過
し
て
か
ら
の
申

請
で
あ
る
。
自
己
資
金
は

必
要
で
あ
る
。

廃業予定者と新規就業・就農予定者
とのマッチングはできないか

一般質問の録画

Link

Answer
市長／市やＪＡ、商工会と情報共有して

マッチングしていきたい

ちょっと
ひとりごと

新規就業・就農と
空き家対策は
セットで
取り組めそう

Question

矢
や

上
がみ

弘
ひろ

幸
ゆき

（れいわ会）

1818☆答７☆○ 投票用紙に書かれた名前が、どの候補者のことか判断できる限り、ひらがなで書いた投票は有効票として扱われます。



11
時
に
49
㎜
、
８
日
午
前

４
時
に
42
・
５
㎜
で
あ
っ

た
。

問

大
隅
町
の
浸
水
被
害

は
、
以
前
も
あ
っ
た
。
今

後
も
災
害
級
の
大
雨
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

住
民
の
方
は
不
安
で
た
ま

ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
早

急
に
河か

し
ょ
う床
の
掘
下
げ
等
を

実
施
し
、
抜
本
的
対
策
を

す
べ
き
で
は
。

市
長

県
の
振
興
局
と
原

因
を
調
査
し
て
、
県
・
国

に
対
策
を
要
望
し
て
い
く
。

市
長
の
所
信
表
明

問

ふ
る
さ
と
納
税
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
ポ
イ

ン
ト
制
度
が
中
止
に
な
る

が
、
影
響
は
。

商
工
観
光
課
長

９
月
で
ポ

イ
ン
ト
制
度
が
廃
止
に
な

る
の
で
、
駆
け
込
み
で
ふ

る
さ
と
納
税
の
件
数
が
増

え
る
可
能
性
が
あ
る
。
返

礼
品
の
対
応
の
た
め
、
準

備
し
て
い
る
。

問

人
口
減
少
対
策
（
雇

用
の
創
出・子
育
て
支
援
）

は
。

市
長

企
業
誘
致
の
た
め
、

高
規
格
道
路
の
優
位
性
を

見
据
え
た
工
業
団
地
造
成

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
支
援
の
た
め
、
子

ど
も
医
療
費
や
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
継
続
し
、

乳
幼
児
の
お
む
つ
等
支
援
、

小
・
中
学
校
の
入
学
お
め

で
と
う
祝
金
制
度
の
創
設

も
考
え
て
い
る
。

問

外
国
人
技
能
実
習
生

の
サ
ポ
ー
ト
窓
口
の
一
本

化
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

市
長

農
業
を
含
め
慢
性

的
な
人
手
不
足
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
生
産
者
、
国
・
県
、

各
種
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
労
働
者
確
保
の
た
め

に
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
一
本

化
し
、
雇
用
者
の
負
担
軽

減
の
た
め
に
支
援
を
行
う
。

問

令
和
９
年
よ
り
、
外

国
人
技
能
実
習
制
度
が
育

成
就
労
制
度
に
変
わ
る
。

今
後
、
生
産
年
齢
人
口
は

減
少
し
て
い
く
。
介
護
事

業
・
各
種
製
造
業
・
農
業

等
の
外
国
人
労
働
者
確
保

の
た
め
、
市
の
情
報
提
供

や
サ
ポ
ー
ト
支
援
が
期
待

さ
れ
る
が
。

市
長

ま
ず
は
監
理
団

体
・
各
種
事
業
者
等
の
実

態
調
査
を
し
て
、
市
と
し

て
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
る
か
検
討
す
る
。

危
機
管
理

問

８
月
８
日
の
豪
雨
に

よ
る
市
内
の
浸
水
被
害
状

況
は
。

市
長

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

浸水被害を受けた市内の住宅
( 単位：棟 )

末吉町 大隅町 財部町 合計

床上浸水 9 20 2 31

床下浸水 2 7 10 19

合計 11 27 12 50

令和 7年 8月25日現在

問

１
時
間
当
た
り
の
降

水
量
は
。

総
務
課
長

７
日
の
午
後

30億円を目指しての
新たな取組は

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市長／新たな魅力的な返礼品の開発、

効果的な広告などを積極的に進め、
任期期間中に目標を達成したい

ちょっと
ひとりごと

自主財源確保のため
ふるさと納税の
増額を！

今
いま

鶴
づる

治
はる

信
のぶ

（創志会）

1919 ☆全問正解したかな？☆



市
長
所
信
表
明

問

返
礼
品
に
つ
い
て
は
、

物
価
高
騰
に
よ
り
消
費
者

の
動
向
の
変
化
が
あ
る
。

若
手
市
職
員
の
皆
さ
ん
か

ら
の
ア
イ
デ
ア
を
募
る
な

ど
、
今
ま
で
に
な
い
取
組

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
研
究
し
て
い
く
。

問

新
規
就
農・起
業
者・

後
継
者
支
援
強
化
策
の
年

齢
制
限
撤
廃
は
。

市
長

55
歳
以
下
と
い
う

年
齢
制
限
を
撤
廃
し
、
段

階
的
な
支
援
額
に
し
て
い

く
。
来
年
度
か
ら
実
施
で

き
る
よ
う
に
進
め
る
。

８
月
７
日
か
ら
の
大
雨

問

県
管
理
の
施
設
の
災

害
発
生
状
況
は
。

市
長

河
川
17
件
、
砂
防

水
路
１
件
の
災
害
が
発
生

し
て
い
る
。

問

旧
大
隅
支
所
周
辺
の

浸
水
の
要
因
と
し
て
、
菱

田
川
と
の
合
流
点
よ
り
上

流
の
寄よ
り
す州

除
去
・
河か
し
ょ
う床

の

定
期
的
な
整
地
不
足
や
弥

五
郎
の
里
か
ら
の
雨
水
の

集
中
、
道
路
排
水
の
前
川

へ
の
出
口
に
以
前
設
置
さ

れ
て
い
た
逆
流
防
止
施
設

の
欠
落
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
県
に
支
援
の
要
望
を

上
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、

市
と
し
て
も
、
県
技
術
士

会
等
に
協
力
を
要
請
し
、

早
急
な
調
査
と
対
策
を
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

市
長

県
と
協
議
だ
け
で

は
な
く
、
調
査
を
進
め
た

い
。

健全財政に向けての取組は

一般質問の録画

Link

Answer
市長／「ふるさと納税 30 億円」を

任期期間中に実現する

ちょっと
ひとりごと

市長の政策実現に
向けて

邁進を強く願う

Question

岩
いわ

水
みず

豊
ゆたか

（新生会）

前川に接続する老朽化した排水口浸水する旧大隅支所周辺
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の
心
配
も
な
い
こ
と
や
、

プ
ー
ル
管
理
等
の
職
員
の

負
担
軽
減
に
繋
が
っ
た
が
、

移
動
で
指
導
時
間
が
短
く

な
る
と
い
っ
た
意
見
も

あ
っ
た
。
来
年
度
か
ら
実

施
を
希
望
す
る
学
校
も
あ

り
、
対
象
校
を
拡
大
す
る
。

問

児
童
・
生
徒
自
身
が

主
体
性
を
持
っ
て
意
見
を

伝
え
ら
れ
る
取
組
は
。

教
育
長

子
ど
も
た
ち
の

意
見
を
尊
重
し
て
よ
り
良

い
施
策
に
繋
げ
て
い
く
仕

組
み
の
構
築
と
、
子
ど
も

の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
改

善
を
図
る
よ
う
指
導
を
行

う
こ
と
な
ど
、
法
の
基
本

理
念
に
則
っ
た
取
組
を
推

進
し
て
い
く
。

災
害
福
祉

問

耳
の
不
自
由
な
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
外
部

と
の
連
絡
ツ
ー
ル
は
。

市
長

市
が
設
置
す
る

「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム（
サ

ス
ケ
）」
が
あ
る
が
、
災

害
時
に
適
切
に
使
用
で
き

る
か
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

問

避
難
所
に
お
け
る
女

性
や
子
ど
も
特
有
の
問
題

へ
の
配
慮
は
。

市
長

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

確
保
に
努
め
、
女
性
の
相

談
窓
口
開
設
や
専
用
物
資

の
配
布
を
講
ず
る
。

手
話
の
普
及

問

普
及
が
進
ま
な
い
原

因
は
。

市
長

利
用
の
場
の
不
足
、

市
民
全
体
の
意
識
が
ま
だ

十
分
に
高
ま
っ
て
い
な
い

た
め
で
あ
る
。

問

手
話
通
訳
者
等
の
不

足
へ
の
対
策
は
。

市
長

手
話
奉
仕
員
養
成

講
習
会
を
継
続
的
に
開
催

し
、
手
話
通
訳
者
を
目
指

す
方
向
け
の
講
座
も
計
画

し
て
い
き
た
い
。

問

普
及
の
た
め
の
今
後

の
取
組
は
。

福
祉
介
護
課
長

市
民
向
け

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
障

害
者
基
本
計
画
の
策
定
に

反
映
さ
せ
た
い
。

教
育
環
境

問

学
校
な
ど
の
市
所
有

の
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
は
。

教
育
長

大
型
扇
風
機
や

冷
風
扇
は
あ
る
が
、
エ
ア
コ

ン
は
な
い
。
避
難
所
と
な
る

学
校
体
育
館
は
国
の
臨
時
特

例
交
付
金
の
対
象
で
、
大
規

模
校
の
体
育
館
を
中
心
に
令

和
15
年
度
ま
で
に
整
備
で
き

な
い
か
検
討
し
て
い
る
。
そ

れ
以
外
の
体
育
館
施
設
は
、

利
用
者
拡
大
及
び
防
災
の
観

点
か
ら
検
討
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

問

一
部
開
始
さ
れ
た
学

校
プ
ー
ル
授
業
の
民
間
委

託
の
今
後
は
。

教
育
長

本
年
度
、
６
つ

の
小
学
校
で
実
施
し
、
天

候
に
左
右
さ
れ
ず
熱
中
症

聴覚障がい者や高齢で
耳の遠い方への防災情報は

一般質問の録画

LinkQuestion

Answer
市�長・福祉介護課長／現在、主となる防災ラジオから

の情報を認知する機能や機器はないが、課題として
認識している

ちょっと
ひとりごと

誰にとっても
安心・安全な
まちに

瀬
せ

戸
と

口
ぐち

恵
え

理
り

（さくら会）

緊急時や相談のあるときにボタンを
押すだけで繋がる仕組み

212121 ☆議会中継をパソコンやスマートフォン、タブレット等で視聴できます。



◆調査事項・調査期間・調査地

○曽於市秋季畜産品評会
　・令和７年９月２日（火）１日間
　・曽於中央家畜市場

○曽於地区秋季畜産共進会
　・令和７年９月 11 日（木）１日間
　・曽於中央家畜市場

曽於市秋季畜産品評会は、曽於市畜産振興協議会主催で末吉地区８月29日、大隅地区９月
２日、財部地区９月３日にそれぞれ開催され、産業建設常任委員会では大隅地区の品評会を調
査しました。
地区別の出品頭数は、末吉地区 53 頭、大隅地区 23 頭、財部地区 25 頭で、曽於地区秋

季畜産共進会への出品牛が 37 頭選考されました。

曽於地区秋季畜産共進会は、そお鹿児島農協とあおぞら農協の共催で、旧曽於郡８町から
出品された95 頭で競われました。
審査の結果、本市関係分においては、全ての出品種目において上位入賞を果たし、鹿児島

県畜産共進会への出品牛 14 頭のうち、本市から10 頭が選考されました。
出品牛全体の種雄牛別では、梅

うめはなふく

華福 24 頭（25.3％）、秀
ひでさちふく

幸福 16 頭（16.8％）、夏
な つ ゆ り

百合 12 頭
（12.6％）、が出品頭数の54.7％を占めています。
子牛価格は去勢の平均が約 70 万円、雌の平均が約 60 万円と上がってきていますが、相場

が安定していません。
畜産農家にとっては依然として厳しい経営環境でありますが、今後も畜産振興に邁進されること

を期待します。

産業建設常任委員会

委員会調査リポート
各委員会が所管する市の事務について行った所管事務調査について報告します。

曽於市議会では定例会・臨時会の様子を、インターネットによる
ライブ中継や、録画配信を行っています。
スマートフォンやタブレット端末から視聴できます。

アクセスはこちら▶

曽於地区秋季畜産共進会
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一般財団法人 曽於市農業公社を視察研修

■令和７年８月６日（水）

鹿児島県大島郡瀬戸内町議会の総務経済常任委員会 議員５名 及び議会事務局職員１名が、「第三セクター
の運営状況についての調査」のため、曽於市農業公社を視察されました。

　農業公社の職員から農業公社の現況や施策、運営状況等について説明いただき、瀬戸内町議会議員の方々
からも活発に質問が出され、お互いの農業の現状や課題について理解を深める貴重な機会となりました。

行政視察受入れ

瀬戸内町議会の視察研修

■令和７年８月７日（木）

■講演①：「アメリカと世界、そして日本」
　講師：上智大学総合グローバル学部教授　前

まえ

嶋
しま

和
かず

弘
ひろ

 氏

■講演②：「持続可能な観光地域づくりへの思考法
　　　　　～あるものを活かし、地域を編む力～」
　講師：株式会社インアウトバウンド東北　代表取締役 西

にし

谷
や

雷
らい

佐
すけ

 氏

　「アメリカと世界、そして日本」は、トランプ政権の復帰によるアメリカ政策の変化や、他国との緊張関係がどう
展開するか、また、国際秩序や日本に与える影響などについて分かりやすく解説されており、今後の国際秩序
の変容について、鋭く分析した内容でした。
　「持続可能な観光地域づくりへの思考法」は、地域資源を最大限に活かしながら、観光を通じて持続可能
な地域づくりを目指す内容で、私たちの「当たり前の生活」「すでにあるもの」が価値になり、それらを観光資
源として再構築する力、ストーリーを掘り起こし観光客に伝える「編む力」が重要だと学びました。

鹿児島県市長会、鹿児島県市議会議長会、鹿児島県町村会、鹿児
島県町村議会議長会、（公財）鹿児島県市町村振興協会が主催する
「市町村政研修会」に出席しました。

議員研修

令和７年度 市町村政研修会に参加

2323 ☆曽於市ホームページ・・https://www.city.soo.kagoshima.jp/
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メ
ー
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gikai@

city.soo.lg.jp

２
年
目
と
な
る
Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
（
南
九
州
畜

産
獣
医
学
拠
点
）。
今
年
も
多
く
の
獣
医
学

生
が
全
国
か
ら
実
習
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
申
し
込
み
が
で
き
る
Ｓ
Ｋ

Ｌ
Ｖ
セ
ミ
ナ
ー
も
定
期
的
に
開
催
さ
れ
、

対
面
90
名
・
オ
ン
ラ
イ
ン
３
０
０
名
も
の

人
数
が
、
畜
産
に
関
わ
る
学
び
を
深
め
る

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
年
に
何
回
か
は
Ｓ
Ｋ
Ｌ
Ｖ
祭

（
フ
ェ
ス
）
が
開
催
さ
れ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

や
イ
ベ
ン
ト
を
目
当
て
に
多
く
の
人
で
賑

わ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
賑
わ
い
の
拠
点

と
し
て
、
世
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
る
場
所

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。（

瀬
戸
口
）

表
紙
に
よ
せ
て

私
た
ち
が
作
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

　
　
　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

発
行
責
任
者
　
　

議
　
　
長

山
田

義
盛

下
段
右
か
ら

矢
上
委
員
長
・
瀬
戸
口
副
委
員
長

上
段
右
か
ら

出
水
委
員
・
片
田
委
員
・

山
中
委
員
・
鈴
木
委
員

今回は、「財部のまちが元気になる居酒屋」を目指し、お年
寄りから、子供までが暖かい気持ちになる場所を提供したいと、
お店を切り盛りしている「居酒屋まっきぃ」の店主、二

ふた
俣
また
政
まさ
輝
き

さんをご紹介します。二俣さんは仕出し屋での経験を活かしお
店を始めました。趣味の釣りで培った目利きで提供される刺身
は、焼酎との相性が最高です。忙しい方、子育て家庭の方にも
是非、夕食代わりのご利用も歓迎しているとのことです。昼は
ランチ（月～木）も提供しています。
普段とても明るい性格で、冗談好きの二俣さんは現在、奥様と

お子様４人の６人家族で賑わいの日々を送っているそうです。
（片田）

居酒屋まっきぃ（財部町南俣 474-1）　℡ :090-7532-1209

夢
チャレンジ

編
集
後
記

12月１日 ……………開　　会

12月15～17日 ……一般質問

12月23日……………閉　　会

第４回　定例会予定

ぜひ傍聴にお越しください！

お客さんの笑顔が元気の源

現
在
の
広
報
委
員
で
の
編
集
も

今
回
で
最
後
に
な
り
ま
す
。

議
会
広
報
紙
の
役
割
は
、
議
会

の
予
算
や
委
員
会
調
査
を
分
か
り

や
す
く
ま
と
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
う
事
で
、
議
会
と

市
民
の
架
け
橋
に
な
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
の
編
集
し
た
議

会
だ
よ
り
で
、
少
し
で
も
議
会
活

動
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
距
離
が
近
く
な
っ
て

い
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

議
会
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
、
議
会
へ
の
関
心
に
繋
が
り
、

関
心
は
信
頼
に
繋
が
り
、
議
会
へ

の
信
頼
は
引
い
て
は
民
主
主
義
へ

の
信
頼
に
も
繋
が
り
ま
す
。
知
ら

な
い
も
の
は
信
頼
し
な
い
し
、
で

き
な
い
と
も
い
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
議
会
改
選
も
あ
り
ま
す
が
、
是

非
12
月
の
議
会
で
も
傍
聴
に
来
て

い
た
だ
き
、
新
た
な
議
員
団
の
議

会
の
や
り
と
り
も
変
わ
ら
ず
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（

山
中
）
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